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１、はじめに 

 コンクリート構造物に対する電気防食工法には、防食電流

の供給方式の違いにより外部電源方式と流電陽極方式の 2 種

類があり、前者が主流である。しかしながら、後者は直流電

源装置が不要であることなどの利点があり、工法の確立が期

待されている。そこで、本研究では、金属溶射を利用した流

電陽極方式電気防食工法を海岸線にある実構造物の壁面に適

用し、発生電流量の変化や防食効果に関して検討した。 

２、実験概要 

本研究では、鹿児島県の東シナ海沿岸に位置する竣工後約

20年が経過した実構造物の壁面に金属溶射を利用して流電陽

極を施工した。図‐1 には、施工壁面の概要、照合電極設置

位置（E11 ～ E13）および事前調査時のコア採取箇所を示す。

図‐2 には、採取したコアより測定した全塩化物イオン量の

測定結果を示す。この結果から、コンクリート中の塩化物イ

オン量は、コンクリート表面で 3.0 ～ 8.0 kg/m3と多いが、

内部鋼材周辺では 0.5 ～ 0.7 kg/m3 と発錆限界濃度の 1.2 

kg/m3 より小さい。また、同一コアにフェノールフタレイン

1 %溶液を噴霧することにより中性化深さを測定した結果、コ

ンクリート表面から 0 ～ 10 mm の範囲で中性化が確認され

たが、内部鋼材まで中性化は到達していなかった。写真‐1

には、はつり調査による内部鋼材の外観状況を示す。この結

果からも鋼材の腐食は殆ど確認されなかった。したがって、

本構造部への電気防食工法の適用は、塩害劣化に対する予防

保全として位置付けられる。 

 コンクリート表面への流電陽極の設置は、図‐1 に示すよ

うに壁面の半面に対して行い、残りの半面は比較用として従

来施工されていた表面保護材を撤去した状態とした。また、

金属溶射の施工システムは、図‐3 に示すようにコンクリー

ト表面をブラスト処理→粗面形成材を塗布→流電陽極を金属

溶射→封孔処理材を塗布する手順で実施した。なお、本施工

システムは、著者らの既存の研究 1)から通電初期の過剰な防食電流の供給を抑制可能であると判断できるものであ

り、溶射金属にはアルミニウム、亜鉛およびインジウムからなる金属を用いている。本検討における測定では、

約 2 か月ごとの手動による復極量試験の他，通電開始 9 ヶ月以降からはデータロガによる発生防食電流量、内部
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図‐1 施工壁面概要 
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図－2 コンクリート中の全塩化物イオン量 

（施工前；事前調査） 

写真－1 内部鋼材状況（事前はつり調査） 

単位：mm (施工面) (比較面) 
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鋼材の通電時電位（ON 電位）および外気温の測定も実施した。なお、手動による復極量試験では、発生防食電流

量、通電停止 4 時間後電位を測定し復極量の算出を行っている。 

３、実験結果 

 図－4 には、通電開始 9 ヶ月以降にデータロガで計測した防食電流量および気象庁ホームページから抜粋した本

構造物周辺環境の降水量を示す。この結果から、防食電流量は、コンクリート表面の湿度が上昇すると考えられ

る降雨が観測された直後に大きくなる傾向があり、環境湿度の影響を受けることが確認された。また、本試験の

範囲でのこの影響による防食電流量のバラツキは、最大防食電流量 21.5 mA、最少防食電流量 1.1 mA であり、平

均的にみても 4 倍程度の差が確認された。図‐5 には、内部鋼材の ON 電位の経時変化をデータロガにより計測

した結果を示す。これより、内部鋼材は防食電流の増加により卑な方向へ電位がシフトし、防食電流量が減少す

ると貴な方向へ戻ることが明確に確認された。したがって、防食効果の指標となる復極量は、環境条件により変

化するものと推測できる。図‐6 には、通電開始 1 ヶ月後から開始した手動での 4 時間後復極量と防食電流量を

示す。この結果から、いずれの照合電極設置でも 100 mV 前後の復極量を得ることができていた。しかし、通電

約 1 年後の結果では復極量が 60 ～ 75 mV 程度と小さくなる個所も確認された。金属溶射を用いた流電陽極方式

電気防食工法では、供給される防食電流が外部環

境に影響を受けるため、手動による測定では、測

定日の環境が防食電流量や復極量の測定結果に影

響を及ぼす。従って、手動測定時の復極量が防食

基準とされる100mVを満足していない場合でも、

常時防食基準を満足していないとは限らず，場合

によっては過小評価となることもある。このため、

本工法の防食管理試験を実施する場合は、気象条

件等を考慮することも重要となるものと思われる。 

４、まとめ 

 本試験では、金属溶射を利用した流電陽極方式

電気防食工法を実構造物に適用した場合の防食効

果に関して検討を行った。その結果、本溶射シス

テムにより概ね防食効果が得られているものと考

えられた。また、溶射金属から発生される防食電

流量は、特に湿度の影響が大きくなるため、防食

効果を確認するために復極量などを手動で測定す

る場合、試験時の環境条件を十分に考慮する必要

があることが確認された。 
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図－4 防食電流量と降水量（通電開始 9ヶ月後から） 
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図－5 ON 電位の経時変化（通電開始 9ヶ月後から） 
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図－6 4 時間後復極量と防食電流量（手動測定） 
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